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„
　や
す
ら
ぎ
と
お
も
て
な
し
 

　の
あ
ふ
れ
る
町
│
箱
根“
 

　を
目
指
し
て

箱根町長 

勝俣　浩行

　
神
奈
川
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
山
岳

地
形
の
町
で
、
面
積
92
･86
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
大
部
分
が
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
、
富
士
を
映
し
出
す
明
鏡

芦
ノ
湖
、
美
し
い
山
な
み
な
ど
自
然
豊
か

な
ま
ち
で
す
。
現
在
の
箱
根
町
は
、
昭
和
31

年
に
湯
本
町
、
温
泉
村
、
宮
城
野
村
、
仙
石

原
村
、
箱
根
町
の
５
ケ
町
村
が
合
併
し
誕

生
し
ま
し
た
。 

　
古
来
よ
り
東
海
道
の
要
衝
と
し
て
、
ま

た
温
泉
地
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
観
光
客
に
愛
さ
れ
る
国
際
観

光
地
で
す
。　
　
 

　
残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
国
際
社
会

が
一
変
し
、
観
光
立
国
の
戦
略
に
乗
り
、
急

速
に
成
長
し
て
き
た
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
は
見
る
影
が
あ
り
ま
せ
ん
。
観
光

を
基
幹
産
業
と
す
る
本
町
に
と
っ
て
大
き

な
打
撃
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
事
業

者
を
し
っ
か
り
支
え
、
そ
し
て
箱
根
観
光

の
軸
足
で
あ
る
首
都
圏
か
ら
の
誘
客
に
努

め
つ
つ
、
今
を
、
そ
の
先
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

回
復
に
向
け
種
を
ま
く
大
事
な
時
期
と
捉

え
、
国
内
外
い
ず
れ
の
お
客
様
に
も
選
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
「
箱
根
ブ
ラ
ン
ド
」
を

さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
も
考

え
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
本
町
で
は
総
合
計
画
に
掲
げ
る

将
来
像
で
あ
る
「
や
す
ら
ぎ
と
お
も
て
な

し
の
あ
ふ
れ
る
町
│
箱
根
」
の
実
現
に
向

け
、
各
種
施
策
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、「
医

療
・
福
祉
」
を
重
点
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
、「
皆
が
支
え
あ
う
誰
も
が
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
保
健
予
防
の
充
実
・

健
康
増
進
等
の
推
進
に
係
る
施
策
を
設
け

て
お
り
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、
被

保
険
者
数
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
高

齢
者
や
低
所
得
者
の
増
加
、
医
療
技
術
の

高
度
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
と
い
っ

た
、
構
造
的
な
問
題
が
依
然
と
し
て
続
い

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
保
険
料
減

免
も
増
え
、
国
民
健
康
保
険
の
事
業
運
営

は
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
本
町
で
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
医

療
費
の
過
度
な
増
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
特

定
健
康
診
査
の
実
施
に
よ
り
疾
病
の
早
期

発
見
・
治
療
へ
つ
な
げ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
促
進
、
医
療
費
通
知
の
発

送
等
を
行
い
医
療
費
の
抑
制
及
び
適
正
化

を
図
り
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
化

に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
介
護
保
険
事
業
は
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
を
迎
え
る
３
年
後
の
２
０
２
５
年
 

に
は
、
後
期
高
齢
者
の
大
幅
な
増
加
に
伴

い
、
介
護
や
医
療
が
必
要
な
高
齢
者
の
急

増
が
見
込
ま
れ
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
本
町
で
は
、「
高
齢
者
が
元
気

で
安
心
し
て
暮
ら
し
い
き
い
き
と
活
動
で

き
る
社
会
」
を
長
寿
福
祉
社
会
像
と
し
て

掲
げ
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
対

し
、
解
決
に
向
け
た
方
策
と
目
標
を
定
め
、

具
体
的
な
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、「
箱
根

町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
《
第
８
期
：
令
和
３
年
度
か
ら
令

和
５
年
度
》」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
国
の
施
策
と
歩

調
を
合
わ
せ
「
介
護
予
防
事
業
と
保
健
事

業
の
一
体
的
な
実
施
の
推
進
」、「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」、「
地
域
支
援
事
業
の
効

率
的
な
実
施
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
高
齢
者
の
皆
様
が
い
き
い
き
と
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
施
策
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
本
格
的
な
人
口
減
少
を
迎
え
る
中
に
あ

っ
て
も
、
様
々
な
施
策
を
行
い
、
町
民
の
皆

様
に
箱
根
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
今
後
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 
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■表紙の説明 ──「湘南平」 
　湘南平を含む高麗山公園（こまやまこうえん）は、平塚市と大磯町
にまたがる風致公園で、平塚市域の開設面積は約 23.94ha あり、大別
すると、絶景が楽しめる「湘南平ゾーン」、本格的な自然が楽しめる
「浅間山ゾーン」があります。また、「かながわの景勝 50選」「かなが
わの公園 50選」「かながわの花の名所 100選」「夜景 100選」「平塚
八景」など多くの指定を受けています。
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平塚市

平塚市 
人と自然がふれあうまち 

つなぐ未来へ ひらつか 90

保 険 者  
紹 介  
コ ー ナ ー

平塚市　概　要 （令和 4年 7月１日現在） 

■人　口：257,608 人 （男 128,522 人、女 129,086 人） 
■世帯数：114,357 世帯 
■面　積：67.88k㎡ 
■市の花：なでしこ 
■市の鳥：しらさぎ 
■市の木：くすのき

レモンガススタジアム平塚

大　池

平塚市総合公園（写真4枚）

メタセコイア並木道

日本庭園
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  ■
国
保
の
概
要
・
実
施
体
制
 

　
本
市
の
国
保
加
入
者
数
は
令
和
４
年
３

月
末
現
在
で
、
５
万
３
６
２
５
人
（
加
入

率
20
･８
％
）、
加
入
世
帯
は
３
万
５
５
８

３
世
帯
（
加
入
率
31
･２
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
保
険
年
金
課
の
国
民
健
康
保
険
部
門

は
、正
規
職
員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
を
合

わ
せ
、資
格
・
給
付
及
び
特
定
健
診
な
ど
の

保
健
事
業
を
行
う
資
格
給
付
担
当
31
人
、

保
険
税
の
賦
課
・
徴
収
を
行
う
保
険
税
担

当
18
人
の
２
担
当
、計
49
人
で
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、国
民
年
金
業
務
を

行
う
国
民
年
金
担
当
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
業
務
を
行
う
後
期
高
齢
者
医
療

担
当
の
２
担
当
の
計
４
担
当
で
保
険
年
金

課
を
構
成
し
て
い
ま
す
。な
お
、国
民
健
康

保
険
の
資
格
・
給
付
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
の
窓
口
業
務
に
関
し
て
は
、令
和
元
年

９
月
か
ら
民
間
委
託
を
導
入
し
、市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 ■
保
険
財
政
の
状
況
 

　
令
和
３
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
の
決
算
見
込
は
歳
入
が
２
６
１
億

３
７
７
５
万
円
、歳
出
が
２
５
９
億
８
３
２

万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
歳
入
約
11
億

６
０
０
０
万
円
（
４
･６
％
）、
歳
出
約
11
億

２
０
０
０
万
円
（
４
･５
％
）
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
受
診
控
え
の
反

動
を
受
け
、
保
険
給
付
費
が
前
年
度
比
で

約
12
億
９
０
０
０
万
円
増
と
な
る
な
ど
、

今
年
度
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
出
る
の

か
状
況
を
注
視
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
団

塊
世
代
の
後
期
高
齢
者
移
行
や
社
会
保
険

の
適
用
拡
大
な
ど
、
被
保
険
者
の
動
き
が

あ
る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
保
険
税
収
納

率
の
向
上
、
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取

組
な
ど
、
職
員
一
人
一
人
が
各
自
の
役
割

を
全
う
し
、
本
市
国
保
財
政
が
安
定
的
に

運
用
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

 ■
保
険
税
収
納
率
向
上
対
策
 

　
令
和
３
年
度
の
収
納
率
は
、
93
･19
％
で

前
年
度
比
０
･34
ポ
イ
ン
ト
増
、
滞
納
繰
越

分
が
17
･68
％
で
前
年
度
比
４
･34
ポ
イ
ン

ト
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
令
和
元
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

の
増
員
な
ど
体
制
を
強
化
し
、
滞
納
整
理
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
税
の
口

座
支
払
い
を
原
則
化
す
る
と
と
も
に
、
ペ
イ

ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、

口
座
振
替
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
３
年
度
に
は
「
ｐ
ｉ
ｐ
ｉ
ｔ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｑ
」
を
導
入
し
、
財
産
調
査
を
効
率

化
し
た
た
め
迅
速
な
差
し
押
さ
え
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
来
庁
す
る
こ

と
な
く
24
時
間
申
し
込
み
可
能
な
「
Ｗ
ｅ
ｂ

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
口
座
振
替
率
の
更
な
る

向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

　
今
後
も
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

こ
と
で
、
被
保
険
者
の
利
便
性
向
上
や
業

務
の
効
率
化
を
行
い
、
収
納
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。 

 ■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
 

　
本
市
の
特
定
健
診
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

●

国
　
　
保
　
●

■市の概要：平塚市は、神奈川県のほぼ中央、相模平野の南部に位置し、約3.8㎞の海
岸線から西北に広がる扇形で、相模川と金目川の下流域に発達した平野とそれを取り
囲む台地と丘陵から形成されています。背後には丹沢・大山山麓が控え、西方には富士・
箱根連山を遠望できる四季温和な気候に恵まれたまちです。令和４年４月１日に市制
施行90周年を迎え、「人と自然がふれあうまち　つなぐ未来へ ひらつか 90」をキャッ
チフレーズに、多くの人から「選ばれるまち、住み続けるまち」をめざしています。

保険年金課 湘南平 ひらしん平塚文化芸術ホール
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ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ

と
な
く
令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率

は
６
月
末
時
点
で
33
･７
％
、
前
年
度
よ

り
１
･１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
未
受
診
者
の
傾
向
と
し
て
、通
院
中
を
理

由
と
す
る
方
が
多
い
こ
と
か
ら
、平
成
30
年

度
か
ら
通
院
時
に
行
っ
た
血
液
検
査
結
果

を
特
定
健
診
の
結
果
と
し
て
取
り
扱
う
診

療
情
報
提
供
事
業
を
開
始
し
、令
和
３
年
度

は
48
件
の
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。　
ま
た
、

受
診
勧
奨
通
知
に
ナ
ッ
ジ
手
法
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
受
診
方
法
を
明
確
に
指
示
す

る
こ
と
や
、国
保
連
の
派
遣
事
業（
保
健
師

に
よ
る
電
話
勧
奨
）を
活
用
し
、医
療
機
関

が
混
雑
す
る
晩
秋
よ
り
前
に
健
診
を
受
診

す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

　
特
定
保
健
指
導
利
用
率
は
、
令
和
２
年

度
15
･８
％
、
前
年
度
よ
り
１
･０
ポ
イ
ン

ト
減
少
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
は
利
用

率
向
上
に
向
け
、
分
か
り
や
す
い
利
用
案

内
チ
ラ
シ
の
作
成
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

の
申
込
み
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
令
和

４
年
度
か
ら
は
、
人
間
ド
ッ
ク
利
用
者
に

限
り
実
施
機
関
で
の
特
定
保
健
指
導
も
開

始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
な
か
な
か
特
定
保

健
指
導
に
つ
な
が
ら
な
い
方
に
対
し
て
は

市
職
員
が
電
話
や
家
庭
訪
問
を
行
い
、
健

診
結
果
の
説
明
、
特
定
保
健
指
導
の
利
用

勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
に
よ
る
脳
心
腎

血
管
疾
患
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ま
ず
は
特

定
健
診
の
受
診
、
特
定
保
健
指
導
で
生
活

習
慣
改
善
を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
地
域
の
医
師
会
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

 

    ■
介
護
保
険
の
状
況
 

　
本
市
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数

は
令
和
４
年
３
月
末
時
点
で
７
万
３
０
０

０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
に
み
る

と
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
割
合
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
２
年
前
の
令
和
元

年
度
末
時
点
で
半
数
を
超
え
、
令
和
４
年

３
月
末
時
点
で
は
51
･９
％
の
割
合
を
占

め
て
い
ま
す
。 

　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
は
１
万
１

９
９
１
人
で
認
定
率
は
16
･４
％
と
な
っ
て

お
り
、
県
平
均
は
下
回
っ
て
お
り
ま
す
が
、

認
定
率
が
高
い
後
期
高
齢
者
の
人
数
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
認
定
率

は
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
は
、
サ
ー

ビ
ス
別
に
み
る
と
、
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
に
一
時
期
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
と
み

ら
れ
る
利
用
率
の
鈍
化
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
意
識
が
浸
透
し
て

か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
も
回
復
し
て
い
ま

す
。
全
体
の
介
護
給
付
費
は
認
定
者
数
の

増
加
に
伴
い
増
加
し
て
お
り
、
令
和
３
年

度
の
１
月
あ
た
り
の
平
均
額
は
約
１
億
５

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
塚
市
高
齢
者
福
祉
計
画（
介
護
保
険
事

業
計
画
〔
第
８
期
〕）
で
は
、「
長
寿
社
会
を

楽
し
み
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

共
生
の
ま
ち
　ひ
ら
つ
か
」
を
基
本
理
念
に

掲
げ
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
社
会
状
況
及

び
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ

う
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
過
不
足
な
く
介

湘南ひらつか七夕まつり 
　平塚市は海軍火薬廠があったことから昭和20年７月の大空襲で壊滅的打撃
を受けました。「戦災復興五ヶ年計画」のもと復興のめどがたった昭和25年７月
に平塚復興祭が開催され、まつりは大盛況のうちに終わりました。この盛り上がり
を来年もという機運が高まり、翌昭和26年７月に第１回七夕まつりが行われまし
た。最初は商店の前にささやかな竹飾りがあるだけでしたが、回を重ねるごとに
飾りが大きく華やかになっていき、今では日本を代表するまつりに成長しました。

保険者
 

自　慢

ピカイチ☆フィルム介護保険課

●

介
　
　
護
　
●
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護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 ■
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
取
組
 

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
す
る

た
め
に
は
、
ケ
ア
を
行
う
介
護
従
事
者
が

充
足
し
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
本

市
で
は
、
平
塚
市
高
齢
者
福
祉
計
画
（
介

護
保
険
事
業
計
画〔
第
８
期
〕）に
お
い

て
、
介
護
人
材
の
確
保
及
び
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
中
で
も
、
重
点
事
業
の
一
つ
と
し

て
い
る
の
が
、
介
護
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

へ
の
取
組
で
す
。
計
画
策
定
時
に
平
塚
市

民
を
対
象
に
実
施
し
た
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー

調
査
で
は
、
介
護
業
界
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
に
つ
い
て「
体
力
的
に
き
つ
い
」「
休
暇

が
取
り
に
く
い
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
印
象
が
先
行
し
て
い
ま
し
た
。
一
方

で
、
実
際
介
護
業
界
で
働
く
職
員
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、「
景
気
等
の
社

会
情
勢
の
影
響
を
受
け
に
く
く
、
安
定
し

て
い
る
」「
資
格
取
得
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

で
き
る
」
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が

多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
市
と
し
て

は
、
イ
メ
ー
ジ
と
介
護
現
場
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、市
内
の
介
護
事
業
所
に
御
協

力
い
た
だ
き
、令
和
３
年
度
か
ら
介
護
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
動
画「
ピ
カ
イ
チ
☆
フ

ィ
ル
ム
」の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
輝

く
職
員
の
方
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
30
秒

程
度
の
動
画
を
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開

す
る
ほ
か
、市
内
の
商
業
施
設
な
ど
複
数

の
場
所
で
放
映
す
る
こ
と
で
、多
く
の
方

の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。現

在
は
第
２
弾
ま
で
公
開
し
て
お
り
、今
後

も
動
画
を
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 ■
介
護
職
員
へ
の
定
着
支
援
 

　
介
護
人
材
確
保
の
取
組
み
の
う
ち
、も
う

一
つ
重
点
事
業
に
あ
げ
て
い
る
の
が
、介
護

職
員
へ
の
定
着
支
援
の
取
組
で
す
。厚
生
労

働
省
の
資
料
で
は
、介
護
業
界
の
離
職
者
の

約
65
％
が
勤
務
年
数
３
年
未
満
で
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。介
護
事
業
所
の

中
に
は
職
員
数
人
の
小
規
模
な
事
業
所
が

少
な
く
な
く
、入
職
後
間
も
な
い
職
員
に
と

っ
て
は
職
場
の
相
談
が
で
き
る
相
手
が
限

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
市
で
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
、
介
護
業
界
へ
の
入
職
５
年
以
内
で
、

か
つ
35
歳
以
下
の
若
い
介
護
職
員
を
対
象

に
、
事
業
所
を
超
え
た
交
流
の
場
で
あ
る

「
わ
か
て
カ
イ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
職
場
で
の
悩

み
を
共
有
し
た
り
、
同
じ
境
遇
の
仲
間
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
機
会
に
す
る

と
と
も
に
、
働
く
上
で
役
立
つ
知
識
や
ス

キ
ル
な
ど
を
学
べ
る
場
と
な
る
よ
う
、
事

業
を
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
介
護
人
材
確
保
に
か
か
る
取
組
は
継
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。今
後
も
、介
護
の
現
場
、

求
職
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か
ら

情
報
を
集
め
、介
護
人
材
確
保
の
た
め
に

市
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国保･介護 
の 

連絡先

平塚の街並み

●平塚市HP　　https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp 

●（国 保）保険年金課 
TEL0463 -21 -8776  
FAX0463 -21 -9742  

●（介 護）介護保険課 
TEL0463 -21 -8790  
FAX0463 -21 -9742

湘南ひらつか花火大会
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南
足
柄
市
は
、
神
奈
川
県
の
西
端
に
位

置
し
、
東
西
約
12
㎞
、
南
北
約
９
㎞
の
広

が
り
を
も
ち
、
北
は
山
北
町
、
東
は
開
成

町
、
南
東
か
ら
南
に
か
け
て
小
田
原
市
及

び
箱
根
町
に
、
西
は
静
岡
県
に
接
し
て
お

り
、
都
心
か
ら
約
80
㎞
、
横
浜
か
ら
約
50

㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
自
然
が
豊
か
で
森
林
面
積
は
市

域
の
約
７
割
を
占
め
地
下
水
が
豊
富
で
温

暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
は
道
の
駅
足
柄
・
金
太
郎
の

ふ
る
さ
と
、
大
雄
山
最
乗
寺
、
夕
日
の
滝

な
ど
が
あ
り
「
ち
ょ
っ
と
田
舎
で
、
ち

ょ
っ
と
都
会
」
な
市
で
す
。
人
口
は
令
和

４
年
８
月
１
日
現
在
４
万
１
１
４
２
人
、

高
齢
化
率
は
33
･24
％
と
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
 

   　
本
市
で
は
市
民
に
い
つ
ま
で
も
元
気
に

過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
各
種
健
診
の

受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
特
定
健
康
診
査
未
受
診
者
勧
奨
事

業
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
個
別
具
体
的
な

勧
奨
通
知
の
発
送
及
び
電
話
勧
奨
を
開
始

し
た
こ
と
で
、
令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

で
は
あ
る
も
の
の
本
市
の
過
去
５
年
の
受

診
率
で
最
も
良
い
受
診
率
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

　
本
事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
デ
ー

タ
分
析
で
は
本
市
の
集
団
健
診
受
診
者
に

リ
ピ
ー
タ
ー
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
市
民
が

健
診
受
診
し
や
す
い
環
境
を
更
に
整
備
す

る
必
要
性
を
感
じ
、
令
和
４
年
度
は
以
前

か
ら
住
民
の
要
望
が
高
か
っ
た「
レ
デ
ィ

ー
ス
デ
ー（
女
性
の
た
め
の
健
診
日
）」の

ち
ょ
っ
と
田
舎
で
、ち
ょ
っ
と
都
会
 

〝
ち
ょ
う
ど
い
い
〞が
心
地
良
い

各
健（
検
）診
の
受
診
率
向
上
を

目
指
し
て

いつまでも 
「元気で“はつらつ”と

過ごせる」 
市を目指して 

 
        健康づくり課 
        保健師　遠山　真由美 「南足柄市」

大雄山 最乗寺

夕日の滝
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集
団
健
診
設
定
日
を
前
年
の
倍
に
増
や

し
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
今
年
度
は
「
若
年
健
康
診
査
」

を
集
団
健
診
に
導
入
し
ま
し
た
。
若
年
健

康
診
査
の
対
象
は
30
歳
か
ら
39
歳
の
南
足

柄
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
市

民
で
、
検
査
項
目
は
特
定
健
康
診
査
に
準

じ
た
内
容
で
す
。
若
い
世
代
か
ら
健
康
管

理
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
将
来
的
な
疾

病
の
重
症
化
を
予
防
で
き
る
よ
う
、
対
象

者
へ
の
健
診
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
 

　
集
団
健
診
で
は
特
定
健
康
診
査
、
若
年

健
康
診
査
及
び
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の

受
診
者
全
員
と
管
理
栄
養
士
や
保
健
師
が

健
診
会
場
で
面
接
を
行
い
、
体
重
管
理
や

高
血
圧
、
糖
代
謝
等
に
関
す
る
保
健
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
診
の
メ
ニ
ュ
ー
の

中
に
面
接
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、

受
診
者
か
ら
面
接
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
、
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。
　

本
市
は
健
診
結
果
か
ら
「
糖
代
謝
異
常
」

の
方
の
割
合
が
高
い
市
で
あ
り
、
面
接
で

は
そ
の
点
を
意
識
し
て
受
診
者
に
聞
き
取

り
や
、
保
健
指
導
、
情
報
提
供
を
行
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
面
接
の
場
で

「
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
活
動
量
が
落

ち
た
が
食
べ
る
量
は
変
わ
ら
な
い
」
「
活

動
す
る
場
所
が
減
っ
た
」
な
ど
の
声
を
聴

く
こ
と
も
多
く
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

丁
寧
な
保
健
指
導
が
大
切
で
あ
る
と
再
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
令
和
４
年
度
は「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

（
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
講
座
）」を
開

催
予
定
で
す
。
人
数
制
限
及
び
感
染
症
対

策
を
十
分
に
行
っ
て
開
催
す
る
こ
と
で
、

参
加
者
の
運
動
習
慣
の
定
着
が
図
れ
る
よ

う
な
内
容
を
計
画
中
で
す
。
 

   　
令
和
４
年
１
月
に
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。 

　
低
栄
養
防
止
事
業
で
は
管
理
栄
養
士
が

個
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
フ
レ

イ
ル
対
策
で
は
通
い
の
場
で
健
康
運
動
指

導
士
や
栄
養
士
の
集
団
指
導
や
個
別
フ
ォ

ロ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
者
が

元
気
に
は
つ
ら
つ
と
活
動
し
て
い
け
る
よ

う
保
健
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
こ
そ
「
保
健
指
導
」

ヘルスアップ教室の様子

食品サンプルを使った食生活指導

通いの場 通いの場



知
っ
て
い
ま
す
か
？
 
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
 

〜
支
援
の
背
景
と
県
の
取
組
状
況
〜
 

 

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
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ケ
ア
ラ
ー
と
は
 

 　
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
 

　
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
介
護
や
看
病
を
必
要

と
す
る
家
族
な
ど
を
ケ
ア
し
て
い
る
人
の

こ
と
で
す
。
 

　
中
で
も
、
年
齢
や
成
長
に
見
合
わ
な
い

重
い
責
任
や
負
担
を
引
き
受
け
て
い
る
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」

と
言
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
18
歳
以
上
で
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
と
同
様
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
「
若
者
ケ

ア
ラ
ー
」
や
、
親
の
介
護
を
し
て
い
る
中
高

年
、
老
老
介
護
を
し
て
い
る
人
な
ど
、
ケ
ア

ラ
ー
は
す
べ
て
の
世
代
に
存
在
し
ま
す
。
 

 　
　
　
ケ
ア
ラ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
 

 　
近
年
、
急
速
な
高
齢
化
の
ほ
か
、
障
が
い

や
子
ど
も
、
家
族
の
看
病
な
ど
支
援
や
介
護

の
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
一
方
、
核
家
族
化

の
進
展
（
一
般
世
帯
の
１
世
帯
当
た
り
人
員

が
２
･21
人
と
減
少
傾
向
に
あ
る
。）、
共
働

き
世
帯
の
増
加
、
家
庭
の
経
済
状
況
の
変
化

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
、
子
や

配
偶
者
な
ど
特
定
の
ケ
ア
ラ
ー
に
過
重
な

負
担
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
高
齢
の
親
と
無
職
独
身
の
50
代

の
子
ど
も
が
同
居
し
て
い
る
世
帯
や
育
児

と
介
護
に
同
時
に
直
面
す
る
世
帯
で
課
題

が
複
合
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
（
い
わ
ゆ
る

「
８
０
５
０
問
題
」・「
ダ
ブ
ル
ケ
ア
」
等
）

や
、
介
護
と
仕
事
の
両
立
が
難
し
く
、
離
職

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
介
護
離
職
な
ど
、
ケ

ア
ラ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
多
様
で
す
。
 

 　
　
　
ケ
ア
ラ
ー
が
抱
え
る
課
題
 

 　
家
族
な
ど
を
ケ
ア
す
る
こ
と
自
体
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
 

　
し
か
し
、
ケ
ア
ラ
ー
の
中
に
は
、
一
日
中

つ
き
っ
き
り
で
ケ
ア
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、

自
分
が
望
む
日
々
の
暮
ら
し
や
人
生
が
送

れ
な
か
っ
た
り
、
不
本
意
な
離
職
等
が
重

な
っ
て
社
会
と
の
接
点
が
な
く
な
り
、
孤

立
に
追
い
込
ま
れ
た
り
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
と
り
わ
け
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
若
者
ケ

ア
ラ
ー
に
は
、
ケ
ア
を
優
先
す
る
こ
と
で

学
校
を
欠
席
、
早
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
勉

強
や
部
活
動
、
友
達
と
遊
ぶ
な
ど
自
分
の

た
め
の
時
間
が
な
い
、
希
望
す
る
進
路
に

進
め
な
い
と
い
っ
た
、
子
ど
も
の
権
利
に

も
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
が
生
じ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
 

2
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一
方
で
、
そ
も
そ
も
当
事
者
が
支
援
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
り
、
誰
か
に
知

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
こ
と

が
、
支
援
の
難
し
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 　
　
　
神
奈
川
県
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
 

 　
神
奈
川
県
で
は
、
ケ
ア
の
状
況
、
ケ
ア
ラ

ー
へ
の
影
響
、
必
要
な
支
援
等
を
調
査
し
、

有
効
な
支
援
の
あ
り
方
の
検
討
に
役
立
て

る
た
め
、
令
和
３
年
２
月
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
ケ
ア
ラ
ー
の
方
々
を

対
象
に
、
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
実
態
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
 

 ⑴
ケ
ア
ラ
ー
の
認
知
度
 

　
ケ
ア
ラ
ー
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
ダ
ブ
ル

ケ
ア
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
約
３
割
に
留
ま
り
、
ケ
ア
ラ
ー

自
身
が
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

て
お
ら
ず
、
必
要
な
情
報
が
行
き
届
い
て

い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
 

 ⑵
ケ
ア
ラ
ー
の
就
労
状
況
 

　
働
き
な
が
ら
ケ
ア
し
て
い
る
ケ
ア
ラ
ー

の
割
合
は
、
65
歳
未
満
の
各
年
代
で
５
割

以
上
。
ケ
ア
を
機
に
退
職
し
た
理
由
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
代
わ
り
に
ケ
ア
を
担

う
人
が
い
な
い
」
で
し
た
。
 

 ⑶
ケ
ア
の
状
況
 

　
ケ
ア
の
内
容
は
、
家
事
、
通
院
援
助
、
金

銭
管
理
、
精
神
的
介
護
、
役
所
等
の
諸
手
続

き
が
５
割
を
超
え
、
回
答
の
あ
っ
た
す
べ

て
の
ケ
ア
ラ
ー
が
一
人
で
複
数
の
ケ
ア
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
割
弱
は
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
 

 ⑷
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
影
響
 

　
ケ
ア
に
つ
い
て
悩
み
が
あ
る
と
答
え
た

人
が
半
数
以
上
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
心

身
の
健
康
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、
自
分
の

自
由
な
時
間
が
取
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。
 

 　
　
　
神
奈
川
県
の
取
組
 

 　
県
で
は
令
和
３
年
３
月
に
、
福
祉
、
医

療
、
労
働
、
教
育
な
ど
様
々
な
関
係
所
属
で

構
成
す
る
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
庁
内
連
絡
会

議
を
立
ち
上
げ
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
組

を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
ケ
ア
ラ
ー
が
抱
え
る
課
題
は
、
福
祉
、
教

育
の
他
、
様
々
な
分
野
に
わ
た
る
た
め
、
ど

こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
相

談
が
あ
っ
て
も
既
存
の
枠
組
み
で
は
十
分

な
支
援
が
行
え
な
い
と
い
っ
た
理
由
か

ら
、
支
援
に
つ
な
が
り
づ
ら
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
適
切
な
支
援
体
制

の
構
築
に
向
け
、
次
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

 ⑴
ケ
ア
ラ
ー
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
 

　
令
和
３
年
10
月
に
開
設
し
、
ケ
ア
ラ
ー

や
関
係
機
関
に
相
談
窓
口
や
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
等
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
広
く
県
民
に
ケ
ア
ラ
ー
の
置
か
れ
て

い
る
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
 

 ⑵
専
用
の
相
談
窓
口
 

　
ケ
ア
ラ
ー
が
気
軽
に
相
談
で
き
、
必
要

に
応
じ
て
効
果
的
な
支
援
へ
と
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
専
用
の
相
談
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。
 

・
か
な
が
わ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
 

　
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
令
和
４
年
５
月
開
設
） 

　【
受
付
時
間
】
月
曜
・
 

　
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
 

                 14
時
〜
21
時
 

 ・
か
な
が
わ
ケ
ア
ラ
ー
電
話
相
談
 

　
　（
令
和
４
年
６
月
開
設
）
 

　
☎
０
４
５
ー
２
１
２
―
０
５
８
１
 

　【
受
付
時
間
】
 

　
水
曜
･金
曜
 10
時
〜
20
時
 

　
日
曜
        10
時
〜
16
時
 

 

⑶
ケ
ア
ラ
ー
支
援
専
門
員
 

　
多
分
野
に
ま
た
が
る
支
援
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
や
支
援
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
等
を
行
う
ケ
ア
ラ
ー
支
援
専
門
員
を

設
置
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

 ⑷
ケ
ア
ラ
ー
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
 

　
今
後
、
ケ
ア
ラ
ー
の
居
場
所
と
な
る
ケ

ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
や
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
学
習
支
援
団
体
の
立
ち
上
げ
支
援
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
 

 　
　
　
ケ
ア
す
る
人
を
支
え
、
手
厚
く

見
守
れ
る
社
会
へ
 

 　
ケ
ア
ラ
ー
は
特
別
な
存
在
で
は
な
く
、

誰
も
が
な
り
得
る
も
の
で
す
。
 

　
県
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
が
社
会
か
ら
孤
立

す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
希
望
す
る
人
生

や
日
々
の
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
支
援
等
の
充
実
に
向
け
て
取
り
組

み
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

「
い
の
ち
輝
く
神
奈
川
」
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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感
染
症
対
策
の
難
し
さ
と
重
要
性
 

 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発

生
し
て
か
ら
お
よ
そ
２
年
半
に
な
る
。

最
初
の
頃
に
比
べ
れ
ば
こ
の
病
気
の
性

質
も
か
な
り
解
明
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
も

治
療
薬
も
で
き
て
き
て
は
い
る
が
、
重

症
化
す
れ
ば
命
を
脅
か
す
病
気
で
あ
る

こ
と
は
変
わ
り
な
く
、
日
常
生
活
で
も

制
約
を
強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。
今
回
は
他
の
災
害
対
応
と
比
べ
て

感
染
症
対
策
が
持
つ
難
し
さ
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
た
い
。 

　
感
染
症
対
策
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

に
つ
い
て
、
最
初
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
海
外
で

発
生
し
た
場
合
に
は
、ま
ず
、水
際
対
策

で
侵
入
を
で
き
る
だ
け
遅
ら
せ
る
。
国

内
で
発
生
が
始
ま
れ
ば
、
接
触
の
回
避

な
ど
感
染
拡
大
防
止
策
を
講
じ
、
患
者

の
増
加
の
ス
ピ
ー
ド
を
で
き
る
だ
け
抑

え
る
。
そ
し
て
そ
の
間
に
医
療
体
制
を

強
化
す
る
。
併
せ
て
ワ
ク
チ
ン
や
治
療

薬
の
開
発
を
急
ぐ
。
患
者
増
加
の
ス
ピ

ー
ド
を
抑
え
れ
ば
抑
え
る
ほ
ど
流
行
の

ピ
ー
ク
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、医
療
体

制
を
つ
く
る
た
め
の
時
間
も
稼
げ
る
こ

と
に
な
る
の
で
、感
染
拡
大
防
止
策
を
し

っ
か
り
や
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
。 

　
そ
の
た
め
に
一
時
的
に
生
活
や
経
済

活
動
の
制
限
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い

が
、し
か
し
他
の
災
害
、例
え
ば
地
震
や

水
害
な
ど
と
比
べ
る
と
、
こ
の
制
限
が

及
ぶ
範
囲
は
と
て
つ
も
な
く
広
い
。
地

域
的
に
も
時
間
的
に
も
そ
う
だ
、
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

感
染
は
起
き
続
け
る
の
で
、
地
域
や
時

間
の
範
囲
が
誰
に
も
は
っ
き
り
と
は
見

え
な
い
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
制
約
感

を
強
く
す
る
。さ
ら
に
は
、他
の
災
害
の

時
に
は
物
理
的
に
で
き
な
い
こ
と
が
制

約
に
な
る
の
に
対
し
て
、
感
染
症
対
策

で
は
、一
見
普
通
に
で
き
る
こ
と（
会
食

や
旅
行
な
ど
）
を
我
慢
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
制
限
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
や
っ
て
国
民
の
理
解
を
得

る
か
が
と
て
も
重
要
に
な
る
。
そ
の
た

め
に
、
専
門
家
の
知
識
を
き
ち
ん
と
活

用
し
つ
つ
最
低
限
の
制
限
と
し
て
こ
れ

だ
け
は
お
願
い
し
た
い
と
い
う
、
納
得

感
の
あ
る
説
明
が
必
要
に
な
る
。
一
方

で
、
そ
う
し
た
制
限
を
受
け
入
れ
て
も

ら
う
た
め
の
経
済
的
支
援
な
ど
の
施
策

も
必
要
に
な
る
。 

 

感
染
症
対
策
の
難
し
さ
に
つ
い
て
 

 　
日
本
年
金
機
構
　
副
理
事
長（
元
厚
生
労
働
事
務
次
官
）

樽
見
　
英
樹
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適
切
な
感
染
症
対
策
を
と
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
 

 　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
い
て

全
体
と
し
て
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
と

言
え
る
か
ど
う
か
は
、
最
終
的
に
感
染

状
況
と
、
経
済
面
を
含
め
て
社
会
が
受

け
た
ダ
メ
ー
ジ
の
評
価
と
を
踏
ま
え

て
、
さ
ら
に
は
国
際
的
に
み
て
我
が
国

の
状
況
が
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
っ
た
点

な
ど
も
見
な
が
ら
、
評
価
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。 

　
し
か
し
、
途
中
で
ず
い
ぶ
ん
言
わ
れ

て「
説
明
が
難
し
い
な
あ
」と
思
っ
た
の

は
、「
厚
労
省
や
医
療
界
の
対
応
が
遅
い

か
ら
経
済
活
動
が
制
限
を
強
い
ら
れ

る
」と
い
う
批
判
だ
っ
た
。こ
の
問
題
提

起
は
、
経
済
活
動
を
制
限
し
て
感
染
拡

大
を
防
止
す
る
こ
と
が
医
療
体
制
を
作

る
た
め
の
時
間
稼
ぎ
だ
、
と
い
う
点
か

ら
見
れ
ば
、
も
っ
と
も
の
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
感
染
症
の
拡
大
す
る
ス
ピ

ー
ド
が
病
院
の
受
け
入
れ
態
勢
を
作
る

ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
早
い
、
と
い
う
現
実
を
前
に
す
れ
ば
、

明
ら
か
に
的
外
れ
の
批
判
だ
。
実
際
に

厚
労
省
や
医
療
界
の
対
応
が
遅
か
っ
た

と
い
う
批
判
か
ら
逃
げ
る
べ
き
で
は
な

い
と
思
う
が
、そ
れ
が
ど
う
あ
れ
、経
済

活
動
の
一
定
の
制
限
は
、
感
染
者
数
を

全
体
と
し
て
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
必
要
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

　
誰
も
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
新
し
い

感
染
症
は
ネ
ズ
ミ
算
的
に
拡
大
し
得
る

一
方
で
、
入
院
し
て
い
る
人
を
退
院
さ

せ
て
空
け
る
ベ
ッ
ド
は
足
し
算
的
に
し

か
増
え
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
備
え
る
な

ら
多
く
の
ベ
ッ
ド
を
空
け
た
状
態
で
費

用
を
か
け
て
維
持
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。と
い
う
こ
と
は
、考
え
て
み

れ
ば
わ
か
り
そ
う
な
こ
と
だ
け
れ
ど

も
、
そ
う
は
な
ら
な
い
と
い
う
一
種
非

科
学
的
な
期
待
感
の
よ
う
な
も
の
が
、

社
会
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
厚
労
省
や
医
療
界
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
不
十
分
な
点
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

洗
い
出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
な
ぜ

そ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
振
り

返
る
こ
と
が
、
今
後
よ
り
適
切
な
対
策

を
と
る
た
め
に
大
切
だ
ろ
う
。
社
会
的

な
力
学
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
科
学
的

に
対
応
す
る
こ
と
。
感
染
症
対
策
は
な

か
な
か
容
易
で
は
な
い
。 

 

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社
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平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
推
移
 

　
平
均
寿
命
と
は
「
０
歳
に
お
け
る
平
均

余
命
」
の
こ
と
で
、
２
０
１
６
年
の
平
均
寿

命
は
男
性
80
･98
歳
、
女
性
87
･14
歳
で
す
。

一
方
、
健
康
寿
命
と
は
、「
健
康
上
の
問
題

で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生

活
で
き
る
期
間
」
の
こ
と
を
い
い
、
２
０
１

６
年
の
健
康
寿
命
は
男
性
72
･14
歳
、
女
性

74
･79
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年

と
比
べ
て
み
る
と
平
均
寿
命
も
健
康
寿
命

も
男
女
と
も
に
延
伸
し
て
い
ま
す
が
、
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
縮
小
し
て
い

ま
せ
ん
〔
図
１
〕。
 

　
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
日
常
生

活
に
制
限
の
あ
る
「
不
健
康
な
期
間
」
を
意

味
し
、
そ
の
期
間
は
、
２
０
１
６
年
で
は
男

性
８
･84
年
、
女
性
12
･35
年
と
な
っ
て
い

ま
す
〔
図
２
〕。
 

　
今
後
さ
ら
に
平
均
寿
命
が
延
び
た
と
し

て
も
、
健
康
寿
命
と
の
差
が
拡
大
す
れ
ば
、

不
健
康
な
期
間
が
増
大
す
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
の
で
、
医
療
費
や
介
護
費
の
増
加

に
よ
り
家
計
や
社
会
保
障
費
に
大
き
な
影

響
が
及
び
ま
す
。
 

 健
康
寿
命
の
延
伸
と
平
均
寿
命
と
の
差
の

縮
小
が
重
要
 

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
 

 　
青
山
学
院
大
学
大
学
院
社
会
情
報
学
研
究
科
特
任
教
授

佐
藤
　
敏
彦

健康のはなし 

　
我
が
国
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
、

国
民
一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
質
を
維
持

し
、
社
会
保
障
制
度
を
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と

と
も
に
平
均
寿
命
と
の
差
を
縮
小
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
 

　
そ
こ
で
国
で
は
、「
健
康
日
本
21
（
第
二

次
）」
や
「
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ

う
。」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
国
民
運
動

「
ス
マ
ー
ト
・
ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
健
康
寿
命
延
伸
プ
ラ
ン
」
な
ど
で

は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
が
前
面
に
出
て
い

ま
す
が
、
も
う
一
つ
の
真
の
目
標
は
平
均

寿
命
と
の
差
の
縮
小
な
の
で
す
。
 

 ｅ
-ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
 

https://w
w
w
.e-healthnet.m
hlw
.go.jp/ 

inform
ation/hale/h-01-002.htm
l 

厚
生
労
働
省
（
２
０
２
２
）
 

〔図１〕平均寿命と健康寿命の推移

〔図２〕平均寿命と健康寿命の差（2016年）

平均寿命

健康寿命

平均寿命

健康寿命

平均寿命

健康寿命

平均寿命

健康寿命
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　神奈川県総合薬事保健センターにて7月29日（金）に開催された令和４年通常総会で、令和３年度事業実施報告並びに各会計
決算等について、理事会議決事項報告３件、議決事項21件の提出議題があり、審議の結果全て事務局原案どおり可決された。

１

報
告
事
項

 ⑴
理
事
会
議
決
事
項
の
報
告
 

報
告
第
１
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
 

報
告
第
２
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 ⑵
専
決
処
分
の
報
告
 

報
告
第
３
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
一
般
会
計
予
算
補
正
 

 ２
　
議
決
事
項
 

      議
案
第
１
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
実
施
報
告
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
２
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
一
般
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
３
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
４
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）特
別

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
５
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払

勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
６
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
出
産
育
児
一
時
金
等
に
関
す
る
支
払
勘
定
）

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
７
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関
す
る
支
払
勘
定
）特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
８
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
関
係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
９
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
関
係
業
務（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬

支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
10
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
関
係
業
務（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る

診
療
報
酬
支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
11
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
12
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
13
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関
係

業
務（
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
報
酬
等

支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
14
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
15
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
業
務
等（
障
害
介
護
給
付
費
･障
害
児
給
付

費
支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
16
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
17
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
三
者
行
為
損
害
賠

償
支
払
勘
定
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
18
号
：
令
和
３
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
退
職
手
当
積

立
金
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
19
号
：
令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る

剰
余
処
分
計
画
書
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
精

算
に
つ
い
て
 

議
案
第
20
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正
 

議
案
第
21
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
　
　

関
係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正

公　告 
令和4年7月29日開催した神奈川県国民健康保険団体連合会通常総会において議決を得た事業報
告について、国民健康保険法施行第26条において準用する同24条の規定に基づく公告を本会規
約第5条の規定により次のとおり行う。 令和4年7月29日 

神奈川県国民健康保険団体連合会　理事長　内野　優 

1414

内野理事長
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３
  診
療
報
酬
等
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・
強
化

並
び
に
効
率
化
の
取
組
 

⑴
　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
10
月
か
ら
の
本
格
運
用
の
開
始
に
向

け
、保
険
者
向
け
の
支
援
と
し
て
26
保
険
者
を

訪
問
し
、国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
の
研
修
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、医
療
保
険
者
等
向
け
中
間

サ
ー
バ
ー
へ
の
保
険
者
の
加
入
者
情
報
登
録
の
支

援
を
行
っ
た
。令
和
３
年
９
月
に
は
、国
保
中
央

会
か
ら
収
集
し
た
情
報
を
整
理
し
、保
険
者
担

当
者
説
明
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）を
実
施
し
た
。 

     そ
の
後
、令
和
３
年
10
月
よ
り
開
始
さ
れ
た
レ

セ
プ
ト
振
替
・
分
割
で
は
、稼
働
当
初
よ
り
シ
ス

テ
ム
不
具
合
等
が
生
じ
た
が
、国
保
中
央
会
よ

り
提
示
さ
れ
た
是
正
方
法
等
を
速
や
か
に
保
険

者
等
に
周
知
し
た
こ
と
に
よ
り
、大
き
な
混
乱

は
生
じ
な
か
っ
た
。 

     ま
た
、レ
セ
プ
ト
振
替
・
分
割
に
お
い
て
、社
保
に

お
け
る
資
格
取
得
年
月
日
と
国
保
に
お
け
る
資

格
喪
失
年
月
日
の
前
日
が
両
者
で
資
格
あ
り
と

判
定
さ
れ
る
不
具
合
等
に
対
す
る
国
保
情
報
集

約
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
つ
い
て
、神
奈
川
県（
以

下「
県
」と
い
う
。）と
連
携
し
て
実
施
し
た
県

下
市
町
村
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
基

に
、国
保
協
議
会
の
資
格
専
門
部
会
に
お
い
て

協
議
を
行
い
、要
望
と
し
て
取
り
纏
め
、県
か
ら

厚
生
労
働
省
へ
提
出
す
る
こ
と
と
し
た（
令
和

４
年
４
月
27
日
提
出
）。 

     一
方
、保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
は
、レ
セ
プ

ト
振
替
・
分
割
と
な
っ
た
場
合
に
送
付
す
る
帳

票
の
見
方
に
関
す
る
通
知
に
加
え
、保
険
者
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等

シ
ス
テ
ム
と
レ
セ
プ
ト
情
報
の
資
格
情
報
の
不

突
合
防
止
策
と
し
て
、被
保
険
者
証
券
面
記
載

ど
お
り
の
レ
セ
プ
ト
請
求
へ
の
協
力
を
要
請
す

る
通
知
を
、そ
れ
ぞ
れ
郵
送
す
る
と
と
も
に
、Ｈ

Ｐ
掲
載
等
を
通
じ
て
周
知
し
た
。 

⑵
　
令
和
３
年
３
月
31
日
に
厚
生
労
働
省
・
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
・
国
保
中
央
会
の

３
者
が
連
名
で
公
表
し
た「
審
査
支
払
機
能
に

関
す
る
改
革
工
程
表
」に
基
づ
く
審
査
基
準
の

統
一
に
向
け
、全
国
保
連
合
会
の
う
ち
８
割
以

上
が
採
用
し
て
い
る
共
通
の
審
査
基
準
に
つ

い
て
、令
和
３
年
度
は
約
１
万
５
５
０
０
項
目

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
実
装
し
た
。

ま
た
、審
査
の
更
な
る
充
実
・
強
化
を
図
る
た

め
、縦
覧
・
横
覧
・
医
調
突
合
点
検
に
係
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
を
約
３
６
０
０
項

目
追
加
し
た
。 

⑶
　
審
査
委
員
が
医
学
的
判
断
に
よ
る
審
査
に
専

念
で
き
る
よ
う
、審
査
担
当
職
員
に
よ
る
事
務

付
託
項
目
を
約
３
８
０
０
項
目
追
加
し
、審
査

の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、審
査
担
当
職
員

に
対
し
て
、事
務
付
託
項
目
の
処
理
方
法
等
に

関
す
る
研
修
会
を
実
施
し
、効
率
的
か
つ
適
正

な
事
務
処
理
に
努
め
た
。 

 Ⅰ
　重
点
事
項
 

１
　国
保
制
度
の
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
に
向
け
た

取
組
 

⑴
　
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
 （
令
和
３

年
度
〜
令
和
５
年
度
）
に
お
け
る
高
額
療
養
費

申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
、
保
険
者
の

事
務
負
担
軽
減
及
び
運
用
支
援
の
一
環
と
し

て
、本
会
に
お
い
て「
高
額
療
養
費
自
動
償
還
シ

ス
テ
ム
」を
開
発
し
、令
和
３
年
10
月
よ
り
運
用

を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
11
月
に
保
険
者
向
け

に
自
動
償
還
等
に
係
る
説
明
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
４
保
険
者

に
お
い
て
、
本
会
の
自
動
償
還
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
た
運
用
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
  ま
た
、保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
に
よ
る

助
言
・
評
価
等
に
よ
り
、保
険
者
が
行
う
保
健

事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、保
険
者
の
公
費

獲
得
に
向
け
た
取
組
み
を
支
援
し
た
。 

 ２
  高
齢
者
医
療
に
係
る
各
業
務
の
円
滑
な
運
営
 

⑴
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
電
算
処
理
シ
ス
テ

ム
（
以
下
「
広
域
連
合
標
準
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
。）
の
運
用
業
務
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
証

の
年
次
更
新
事
務
及
び
確
定
賦
課
な
ど
、
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
安
定
し
た
運
用
に
努
め
た
。 

     資
格
過
誤
点
検
業
務
に
つ
い
て
は
、令
和
３
年

７
月
よ
り
、こ
れ
ま
で
手
作
業
で
行
っ
て
い
た

作
業
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
機
能

を
利
用
し
た
レ
セ
プ
ト
エ
ラ
ー
項
目
の
抽
出

お
よ
び
点
検
簿
の
作
成
」機
能
の
運
用
を
開
始

し
、令
和
３
年
10
月
か
ら
の
年
次
更
新
時
の
負

担
割
合
エ
ラ
ー
に
対
し
て
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。 

     令
和
４
年
10
月
施
行
の
窓
口
負
担
２
割
区
分
の

追
加
に
伴
い
増
加
が
見
込
ま
れ
る
神
奈
川
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下
「
広
域
連
合
」

と
い
う
。）及
び
市
町
村
の
事
務
が
円
滑
に
運
用

で
き
る
よ
う
、
既
存
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
機
能
の
改

修
及
び
開
発
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
令
和
４
年
度
に
向
け
必
要
な
準
備
を
行
う

と
と
も
に
、
負
担
割
合
エ
ラ
ー
の
件
数
増
加
に

対
す
る
対
応
策
を
広
域
連
合
と
協
議
し
た
。 

     令
和
５
年
度
の
広
域
連
合
標
準
シ
ス
テ
ム
の

機
器
更
改
に
伴
う
ク
ラ
ウ
ド
化
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
中
央
会（
以
下「
国
保
中
央
会
」

と
い
う
。）
に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
の
選
定

に
遅
延
が
生
じ
た
影
響
で
、令
和
３
年
度
に
実

施
予
定
で
あ
っ
た
外
付
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ

ド
化
の
検
討
が
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越
す
こ

と
と
な
っ
た
が
、遅
延
に
よ
る
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
今
後
の
実
施
計
画
を
策
定
し
た
。 

⑷
　
増
加
傾
向
に
あ
る
保
険
者
申
請
の
再
審
査
に

つ
い
て
は
、再
審
査
申
出
デ
ー
タ
配
分
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、診
療
科
ご
と
に
取
り
決
め
ら
れ
た

内
容
に
基
づ
き
、効
率
的
か
つ
適
正
な
配
分
を

行
っ
た
。 

     ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、保
険
者
巡
回
指
導
や
レ

セ
プ
ト
点
検
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
は
実

施
で
き
な
か
っ
た
が
、
再
審
査
の
結
果
、
原
審

と
な
っ
た
申
請
を
精
査
し
、そ
の
理
由
に
つ
い

て
申
請
し
た
保
険
者
に
情
報
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、効
率
的
な
再
審
査
申
請
に
繋
が
る
よ

う
努
め
た
。 

⑸
　
は
り
師
、き
ゅ
う
師
及
び
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
の
施
術
に
係
る
療
養
費（
あ
は
き
療
養

費
）
に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
構
成
を
令
和
３

年
６
月
の
審
査
委
員
委
嘱
替
え
で
、受
領
委
任

制
度
に
則
し
た
保
険
者
代
表
・
学
識
経
験

者
・
施
術
者
代
表
の
三
者
構
成
と
し
、新
た
に

策
定
し
た
療
養
費
審
査
委
員
会
審
査
要
領
に

よ
り
審
査
を
行
う
体
制
を
整
え
、適
正
か
つ
公

正
な
審
査
に
努
め
た
。 

⑹
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
に
つ
い
て
は
、部
位
転

が
し
に
疑
義
が
あ
っ
た
３
案
件
、往
療
料
に
疑

義
が
あ
っ
た
１
案
件
、長
期
継
続
・
頻
回
施
術

に
疑
義
の
あ
っ
た
１
案
件
の
計
５
案
件
４
施

術
機
関
か
ら
、
施
術
録
等
を
取
り
寄
せ
て
、
柔

道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
合
同
審
査
を
実
施
し
た
。 

     そ
の
結
果
、部
位
転
が
し
に
疑
義
が
あ
る
３
案

件
に
つ
い
て
は
、さ
ら
に
面
接
確
認
を
実
施
し

不
当
で
あ
る
事
実
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
そ

の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
合
同
審
査
に
よ
り

不
当
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
面
接

確
認
は
行
わ
ず
、全
て
の
結
果
を
県
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、そ
の
後
の
当
該
施
術
機
関
の
請

求
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に

よ
り
療
養
費
の
適
正
化
に
努
め
た
。 

⑺
　
令
和
６
年
度
の
次
期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の

更
改
に
向
け
て
、国
保
中
央
会
の
準
備
状
況
を

注
視
し
、
提
供
さ
れ
る
資
料
の
分
析
等
を
行

い
、次
期
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化

に
伴
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
や
デ
ー
タ
移
行

等
の
影
響
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、同
シ
ス
テ

ム
に
連
携
す
る
外
付
け
シ
ス
テ
ム
の
機
能
検

証
や
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
構
成
と
イ
ン
フ
ラ

環
境
の
構
築
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
。 

     さ
ら
に
、
国
保
中
央
会
か
ら
の
情
報
を
基
に

「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
に
向
け
た
国

保
中
央
会
の
検
討
状
況
」と
題
し
た
資
料
を
作

成
し
、
理
事
会
等
に
お
い
て
、
機
器
更
改
に
向

け
た
検
討
状
況
等
を
説
明
し
、保
険
者
等
と
の

情
報
共
有
を
図
っ
た
。 

     ま
た
、
更
改
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ド
化
に
伴

う
開
発
費
用
が
高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、保
険

者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、令
和
３
年
６
月
に
地

方
６
団
体
に
対
し
、国
保
中
央
会
と
連
携
し
て

「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
次
期
更
改
に
係
る
国

庫
補
助
獲
得
の
た
め
の
要
請
活
動
」
を
行
っ

た
。地
方
６
団
体
全
て
か
ら
国
へ
の
要
望
が
行

わ
れ
、令
和
４
年
度
分
に
つ
い
て
は
、54
･４
億

円
が
令
和
３
年
度
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。令
和
５
年
度
も
初
期
費
用
の

財
源
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、引
き
続
き
国
庫

補
助
の
獲
得
に
向
け
て
、令
和
４
年
２
月
に
同

要
請
活
動
を
行
っ
た
。 

　
 

４
  医
療
費
適
正
化
の
推
進
等
、
保
険
者
支
援
の
 

     充
実
・
強
化
 

⑴
　
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
推
進
に
寄
与
す

る
た
め
、保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員
会
に
お

い
て
、年
間
を
通
じ
た
保
険
者
等
へ
の
支
援
方

針
等
を
決
定
し
、同
委
員
会
の
部
会
を
開
催
し

た
う
え
で
、本
会
の
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
申
請
し
た
26
市
町
・
１
国

保
組
合
・
県
・
広
域
連
合（
別
途
、国
の
交
付
金

で
あ
る
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
申
請
保
険
者

を
含
む
。）を
対
象
と
し
て
、事
業
立
案
・
実
施

（
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
獲
得
を

含
む
。）へ
の
支
援
を
目
的
に
、委
員
か
ら
助

言
・
評
価
を
行
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
部
会
は
書

面
開
催
と
な
っ
た
が
、委
員
を
課
題
別（
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
、重
症
化
予
防
、高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
等
）

の「
担
当
制
」と
し
、保
険
者
等
へ
効
率
的
に
助

言
・
評
価
を
行
っ
た
。 

     さ
ら
に
、課
題
別
研
修
と
し
て
、デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
に
造
詣
の
深
い
学
識
経
験
者
を
講
師
に
招

き
、他
県
の
好
事
例
も
取
り
上
げ
な
が
ら
、中

間
評
価
を
踏
ま
え
た
取
組
み
の
推
進
に
向
け

た
講
義
を
実
施
し
た
。 

⑵
　「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的

実
施
」（
以
下
「
一
体
的
実
施
」
と
い
う
。）
に

つ
い
て
は
、13
市
町
・
広
域
連
合
か
ら
本
会
の

国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
申
請
が
あ
り
、
右
記
（
１
）
の
部
会
に
お
い

て
、
個
別
課
題
（
糖
尿
病
重
症
化
予
防
、
低
栄

養
、
口
腔
機
能
、
重
複
・
頻
回
受
診
、
健
康
状

態
不
明
者
等
）
に
対
し
て
、
委
員
よ
り
助
言
・

評
価
を
行
っ
た
。 

     ま
た
、
全
市
町
村
を
対
象
に
、
県
内
市
町
で
取

り
組
ん
で
い
る
好
事
例
の
横
展
開
を
目
的
に
、

事
例
報
告
を
中
心
と
し
た
研
修
会
を
広
域
連

合
と
共
同
で
開
催
し
た
。 

⑶
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会
「
い
ち
ょ
う
の
会
」

の
在
宅
保
健
師
（
以
下
「
在
宅
保
健
師
」
と
い

う
。）
派
遣
事
業
に
つ
い
て
、「
特
定
健
診
受
診

率
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
事
業
」で
は

９
保
険
者
、「
健
康
ま
つ
り
事
業
等
支
援
事
業
」

で
は
２
保
険
者
に
在
宅
保
健
師
を
派
遣
し
、電

話
に
よ
る
受
診
勧
奨
等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
支
援

令
和
３
年
度
事
業
実
施
報
告
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納
額
の
増
加
と
早
期
収
納
に
努
め
た
結
果
、約

15
億
２
３
９
０
万
円
（
前
年
度
比
約
12
･１
％

増
）
の
収
納
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
平
成
30

年
度
か
ら
順
次
、受
託
範
囲
を
拡
大
し
て
き
た

加
害
者
直
接
求
償
事
務
に
つ
い
て
は
、40
件
受

託
し
、
約
１
９
３
０
万
円
を
収
納
し
た
。 

　
  な
お
、受
託
対
象
範
囲
の
更
な
る
拡
大
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、加
害
者
と
の
示
談
交

渉
等
に
難
航
し
長
期
化
す
る
滞
留
案
件
の
更

な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、適
切
な

管
理
の
維
持
・
継
続
の
た
め
、
当
面
の
間
、
受

託
対
象
範
囲
に
つ
い
て
現
行
の
と
お
り
と
す

る
こ
と
と
し
た
。 

　
  ま
た
、第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
お
け
る
担
当

者
研
修
会
に
つ
い
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
の
観
点
か
ら
研

修
内
容
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
録
画
し
、全
保
険
者
等
に

配
付
す
る
形
で
実
施
し
た
。 

     そ
の
他
、
診
療
報
酬
（
調
剤
）
支
払
通
知
書
に

傷
病
届
提
出
の
勧
奨
に
つ
い
て
掲
載
し
、市
町

村
と
保
険
医
療
機
関
の
協
力
体
制
構
築
の
支

援
を
行
っ
た
。 

⑹
　
こ
れ
ま
で
保
険
者
が
行
っ
て
い
た「
負
担
割
合

誤
り
」
の
確
認
に
つ
い
て
、
保
険
者
の
負
担
軽

減
を
目
的
に
、令
和
３
年
３
月
か
ら
本
会
の
日

次
資
格
確
認
項
目
と
し
て
開
始
し
た
こ
と
に

伴
い
、
処
理
方
法
、
処
理
結
果
等
に
つ
い
て
検

証
す
る
と
と
も
に
、他
の
日
次
資
格
確
認
項
目

に
つ
い
て
も
同
様
に
検
証
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
結

果
を
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
さ
せ
、適

切
な
処
理
に
努
め
た
。 

⑺
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
住
民
票
所
在
地
以
外

の
保
険
医
療
機
関
等
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
を
行

っ
た
場
合
の
費
用
決
済
業
務
を
開
始
し
た
。 

     令
和
３
年
６
月
か
ら
は
当
初
の
想
定
に
は
な

か
っ
た
職
域
接
種
が
始
ま
り
、急
激
な
処
理
件

数
の
増
大
が
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、処
理
体

制
の
拡
大
・
強
化
を
行
い
、円
滑
に
業
務
を
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

     ま
た
、令
和
３
年
12
月
か
ら
３
回
目
の
追
加
接

種
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
、加
え
て
時
間
外
・
休

日
加
算
の
請
求
支
払
も
本
会
で
行
う
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
等
を

行
い
こ
れ
に
対
応
し
た
。 

     そ
の
他
、接
種
対
象
年
齢
の
拡
大（
小
児
接
種
）

へ
の
対
応
等
も
含
め
て
、実
施
主
体
で
あ
る
市

町
村
や
県
と
連
携
を
図
り
、
１
年
を
通
し
て
、

概
ね
安
定
的
に
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 ５
  介
護
保
険
及
び
障
害
者
総
合
支
援
に
係
る
各

業
務
の
円
滑
な
運
営
 

⑴
　
介
護
給
付
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
介
護
と
医

療
の
突
合
点
検
及
び
縦
覧
点
検
に
つ
い
て
は
、

過
誤
対
象
の
判
定
を
行
い
保
険
者
等
へ
報
告
し

て
お
り
、令
和
３
年
度
の
過
誤
対
象
額
と
し
て
、

及
び
効
果
的
な
受
診
勧
奨
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供

を
行
っ
た
。な
お
、「
健
康
ま
つ
り
事
業
等
支
援

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、保
険
者

に
お
け
る
健
康
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に

な
っ
た
影
響
か
ら
、
支
援
回
数
が
減
少
し
た
。 

     ま
た
、
令
和
２
年
度
に
開
始
し
た
「
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
型
」
支
援
（
本
会
保
健
師
が
保
険
者
と
協

働
し
、健
康
課
題
の
把
握
や
目
標
の
設
定
に
携

わ
り
、在
宅
保
健
師
と
共
に
健
康
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
支
援
）
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
か
ら
「
保
健
指
導
の
充
実
支
援
事
業
」

と
し
て
独
立
す
る
と
と
も
に
、６
保
険
者
に
支

援
を
行
っ
た
。 

     「
予
防
・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

は
、４
保
険
者
に
在
宅
保
健
師
を
派
遣
し
、電
話

に
よ
る
受
診
勧
奨
等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
支
援
を
行

い
、そ
の
う
ち
２
保
険
者
に
つ
い
て
は
、派
遣
の

前
段
と
し
て
、
当
該
保
険
者
の
健
康
課
題
の
分

析
支
援
を
目
的
に
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム（
以
下「
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
」と
い
う
。）デ

ー
タ
の
提
供
及
び
説
明
等
を
行
っ
た
。 

⑷
　
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
研
修
に
つ
い
て
は
、
研
修
テ

ー
マ
を「
初
任
者
向
け（
シ
ス
テ
ム
概
要
・
国
保

デ
ー
タ
中
心
）」、「
後
期
デ
ー
タ
向
け
」、「
一
体

的
実
施
デ
ー
タ
向
け
」の
３
つ
に
分
け
、計
32
市

町
村
・
広
域
連
合
に
対
し
て
、
延
べ
43
回
１
５

５
名
を
対
象
に
端
末
操
作
研
修
を
実
施
し
た
。 

     ま
た
、Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
新
機
能
の
一
つ
で

あ
る「
後
期
国
保
突
合
機
能
」に
つ
い
て
は
、関

係
機
関
と
協
議
し
、令
和
３
年
５
月
に
全
て
の

市
町
村
が
広
域
連
合
と
の
調
整
を
終
え
同
機

能
を
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

     保
険
者
等
へ
の
健
康
医
療
デ
ー
タ
作
成
・
提

供
に
つ
い
て
は
、「
デ
ー
タ
分
析
支
援
事
業
」の

要
綱
を
改
正
し
、県
及
び
広
域
連
合
を
支
援
対

象
に
加
え
る
と
と
も
に
、申
請
の
あ
っ
た
４
保

険
者
へ
デ
ー
タ
作
成
・
提
供
等
を
行
っ
た
。 

     な
お
、令
和
３
年
度
か
ら
本
会
が
有
用
と
判
断

し
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、保
険
者
等
か
ら
の

申
請
が
な
く
て
も
提
供
す
る
こ
と
と
し
、特
定

健
診
受
診
回
数
別
１
人
当
た
り
医
療
費
状
況

（
特
定
健
診
継
続
受
診
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

周
知
資
料
と
し
て
活
用
）、
糖
尿
病
性
腎
症
対

象
者
の
概
数
把
握（
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

参
考
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
）及
び
新
規
人
工
透

析
者
数
集
計
表（
新
規
に
人
工
透
析
に
な
っ
た

被
保
険
者
の
把
握
に
活
用
）
を
提
供
し
た
。 

     ま
た
、県
の
依
頼
に
よ
り
作
成
し
た
健
診
受
診

有
無
別
×
糖
尿
病
受
診
有
無
別
リ
ス
ト（
糖
尿

病
治
療
中
断
者
へ
の
取
組
等
に
活
用
）を
全
市

町
村
へ
提
供
し
た
。 

⑸
　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い
て
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
に

よ
り
通
常
ど
お
り
の
保
険
会
社
と
の
交
渉
が

で
き
な
い
状
況
の
中
、損
害
賠
償
金
に
係
る
収

介
護
と
医
療
の
突
合
点
検
に
つ
い
て
は
約
３
８

０
０
万
円
、
縦
覧
点
検
に
つ
い
て
は
約
９
４
１

０
万
円
の
効
果
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
保
険
者
の

事
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
過
誤
申
請
情
報

の
代
行
入
力
及
び
登
録
も
併
せ
て
行
っ
た
。 

     ま
た
、ケ
ア
プ
ラ
ン
分
析
な
ど
の
巡
回
相
談
に

つ
い
て
、各
保
険
者
に
対
し
て
令
和
３
年
５
月

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き
、希
望

が
あ
っ
た
24
保
険
者
に
実
施
し
た
。 

⑵
　
令
和
３
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
及
び
報

酬
改
定
の
対
応
に
つ
い
て
は
、県
・
市
町
村
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、介
護
保
険
審
査
支
払
等

シ
ス
テ
ム
の
機
能
拡
充
等
に
伴
う
本
会
独
自

シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
調
査
・
検

証
し
、
順
次
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、
円
滑
な

審
査
支
払
業
務
に
取
り
組
ん
だ
。 

⑶
　
令
和
３
年
度
の
障
害
者
総
合
支
援
制
度
改
正

及
び
報
酬
改
定
に
よ
り
、審
査
支
払
シ
ス
テ
ム

が
一
部
改
修
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、県
・
市
町
村

と
連
携
を
図
り
、適
正
な
請
求
が
行
わ
れ
る
よ

う
事
業
所
に
対
し
て
審
査
基
準
及
び
シ
ス
テ

ム
の
操
作
方
法
等
の
変
更
点
の
説
明
を
行
い
、

円
滑
な
審
査
支
払
業
務
に
努
め
た
。 

     ま
た
、本
県
独
自
シ
ス
テ
ム
で
あ
る「
か
な
が
わ

自
立
支
援
給
付
費
等
支
払
シ
ス
テ
ム
」
の
再
構

築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引
き
続
き
参
画
し
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
設
計
等
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
ど
お
り
行
う
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度
の
市

町
村
予
算
要
求
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
た
。 

⑷
　
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
対

し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
対
策
と
し
て
、衛
生
用
品
や
感
染
防
止
対

策
に
要
す
る
備
品
の
経
費
を
支
援
す
る
補
助

金
の
受
付
及
び
支
払
事
務
を
県
か
ら
受
託
し
、

令
和
４
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
当
該
事
務
処

理
を
行
っ
た
。 

 ６
  経
費
削
減
の
推
進
と
適
正
で
透
明
な
会
計
事
務

の
遂
行
 

⑴
　
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
等
の
基
幹
業
務
に
関
連

す
る
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
、経
費
の
抑
制
・
削

減
対
策
と
し
て
、Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者

の
支
援
を
受
け
、見
積
も
り
内
容
や
価
格
の
妥

当
性
評
価
を
行
い
、
経
費
節
減
に
努
め
た
。 

     ま
た
、今
後
控
え
る
各
種
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改

に
お
け
る
経
費
削
減
効
果
の
重
要
性
に
鑑
み
、

令
和
４
年
度
に
向
け
て
、新
た
な
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
者
を
選
定
し
、Ｉ
Ｔ
関
連
経
費
の

抑
制
・
削
減
に
取
り
組
む
体
制
を
改
め
て
整

備
し
た
。 

⑵
　
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、予
算
要
求

部
署
と
経
理
担
当
部
署
の
双
方
向
で
執
行
状

況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、シ
ス
テ
ム
関
連
の

新
規
予
算
項
目
に
つ
い
て
は
、入
札
等
の
実
施

を
含
め
た
進
捗
管
理
表
を
作
成
し
、Ｉ
Ｔ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
含
む
三
者
で
情
報
を
共
有
し
、

適
正
な
予
算
編
成
と
執
行
管
理
に
努
め
た
。 

     ま
た
、
本
会
監
事
監
査
規
則
に
則
り
、
例
月
検

査
を
開
催
し
、事
業
の
実
施
状
況
及
び
前
月
の

出
納
状
況
の
検
査
を
行
う
と
と
も
に
、定
例
検

査
及
び
中
間
監
査
・
決
算
審
査
を
実
施
し
、適

正
で
透
明
な
会
計
事
務
の
遂
行
に
努
め
た
。 

 ７
  情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
危
機
管
理
対
策

の
推
進
 

⑴
　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
更
な
る
充
実
・

強
化
へ
の
取
組
み
と
し
て
、自
主
点
検
の
内
容

や
発
送
物
の
手
順
書
な
ど
に
つ
い
て
、各
部
署

相
互
に
行
う
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、全
職
員
研
修
に
お
け
る
理
解
度
チ

ェ
ッ
ク
に
一
部
記
述
式
問
題
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、
能
動
的
な
理
解
促
進
を
図
っ
た
。 

　
  そ
の
他
、
新
た
な
業
務
で
あ
る
「
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
費
用
決
済
業
務
」
や
「
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
の
ク
ラ
ウ
ド
化
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
個
別
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

し
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
業
務
を
遂
行
し
た
。 

⑵
　
特
定
個
人
情
報
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
、取
扱

者
を
人
事
異
動
に
伴
い
変
更
す
る
と
と
も
に
、

再
委
託
先
に
お
け
る
特
定
個
人
情
報
等
の
取

扱
い
に
関
し
て
、定
期
的
な
報
告
を
義
務
付
け

る
旨
を
契
約
書
に
盛
り
込
む
な
ど
、適
正
な
情

報
管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
、必
要
な
安
全
管
理

措
置
を
講
じ
た
。 

　
  ま
た
、特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
対
す
る
職

員
の
知
識
向
上
を
目
的
と
し
た
全
職
員
研
修

を
実
施
し
た
。 

⑶
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
診
療
報
酬
等
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
審
査
支
払
業
務
を
遅
滞
な
く
実

施
す
る
た
め
、
職
場
内
に
お
け
る
感
染
拡
大
防

止
対
策
を
徹
底
し
た
。具
体
的
に
は
、時
差
出
勤

や
在
宅
勤
務
、
年
次
有
給
休
暇
の
積
極
的
な
取

得
に
向
け
た
取
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
た
ほ

か
、
共
有
ス
ペ
ー
ス
と
審
査
委
員
会
会
場
な
ど

へ
の
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
施

工
や
、
１
階
出
入
口
付
近
に
「
自
動
検
温
測
定

器
」及
び「
自
動
手
指
消
毒
器
」を
設
置
す
る
な

ど
、
新
た
な
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
。 

⑷
　
本
県
を
対
象
と
し
た
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令

や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
る

な
ど
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
が
続
い
た
た
め
、本
計
画
で
予
定

し
た
各
種
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
等
が
中
止
又
は

延
期
、
若
し
く
は
書
面
に
よ
る
開
催
な
ど
、
予

定
ど
お
り
に
実
施
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
た
。 

     そ
う
し
た
中
で
、Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の
実
施
に
向
け

た
準
備
を
進
め
、本
会
主
催
の
会
議
に
お
い
て

も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
を
可
能
と
し
、従

来
に
近
い
形
で
の
保
険
者
支
援
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
た
。
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国保連発信

神奈川県国民健康保険団体連合会財産目録
1．建物 令和4年３月31日現在

区　分 場　所 取得年月日                  取得価格 面　積　　　　　　　 

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番地１ 平成 12年 11月 22日 2,516,358,600 円 床面積　6,666.47㎡ 

2．土地 

区　分 場　所 取得年月日 取得価格 面　積　　　　　　　 

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番１ 平成 10年 3月 31日 959,509,900 円 地　積　1,109.24㎡  

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番６,7 平成 14年 3月 29日 114,050,219 円 〃　　　242.31㎡ 駐　　車　　場 

　　　　〃 横浜市西区楠町 28番 1,4,5 平成 14年 3月 29日 249,412,781 円 〃　　　 529.90㎡  

　 合　　　計 1,322,972,900 円 1,881.45㎡ 

3．積立金 

区　　分 区分別合計金額 預け入れ先金融機関 預金等種別 金　額 備　考　　　　　　　 

退職給付引当資産 1,325,308,493 円 横浜銀行 普通預金 225,308,493 円 

みずほ証券 債　　券 150,000,000 円 

 SMBC日興証券 債　　券 150,000,000 円 

大和証券　    債　　券 200,000,000 円 

三井住友信託銀行 定期預金 600,000,000 円 

運営資金積立金 114,414,494 円 三井住友信託銀行 定期預金 114,414,494 円 

財政調整基金積立資産 763,870,000 円 三井住友信託銀行 定期預金 763,870,000 円 

減価償却引当資産 2,986,765,356 円 横浜銀行 普通預金 1,494,792,915 円 

三井住友信託銀行 定期預金 1,491,972,441 円 

国保会館建設資金 1,516,747,854 円 みずほ銀行 普通預金 96,425,000 円 
等　積　立　金

三井住友信託銀行 定期預金 430,322,854 円 

大和証券 定期預金 990,000,000 円 

電算処理システム 932,921,280 円 横浜銀行 普通預金 440,373,170 円 
導入作業経費積立資産

三井住友信託銀行 定期預金 492,548,110 円 

ICT 活用業務高度化 1,562,787,000 円 横浜銀行 普通預金 483,593,000 円 
積 　 立 　 資 　 産

三井住友信託銀行 定期預金 1,079,194,000 円 

積 立 金 合 計 9,202,814,477 円 9,202,814,477 円

 

 

◎預金等種別内訳

 

○定期預金64.８％

5,962,321,899 円  

○債　　券 5.4％

500,000,000 円      

○普通預金 29.8％  

2,740,492,578 円
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国保連発信

令和３年度各会計決算状況

会　計　区　分
歳　　入 歳　　出 歳　入　歳　出　 翌年度へ繰越（円） 
収入済額（円） 支出済額（円） 差引残高（円）  

一 般 会 計 
 

診療報酬審査支払（業務勘定） 
特 別 会 計 
 

診療報酬審査支払（国民健康保
険診療報酬支払勘定）特別会計 
 
診療報酬審査支払（公費負担
医療に関する診療報酬支払勘定） 
特 別 会 計 
診療報酬審査支払（出産育児
一時金等に関する支払勘定） 
特 別 会 計 
診療報酬審査支払（抗体検査
等費用に関する支払勘定） 
特 別 会 計 

後期高齢者医療事業関係業務 
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計 
 
後期高齢者医療事業関係業務 
（後期高齢者医療診療報酬 
支 払 勘 定 ）特 別 会 計 
後期高齢者医療事業関係業務 
（公費負担医療に関する診療 
報 酬 支払勘定）特別会計 

介 護 保 険 事 業 関 係 業 務 
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計 
 
介 護 保 険 事 業 関 係 業 務 
（ 介 護 給 付 費 支 払 勘 定 ） 
特 別 会 計 
介 護 保 険 事 業 関 係 業 務 
（公費負担医療等に関する 
報酬等支払勘定）特別会計 

障害者総合支援法関係業務等 
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計 
 
障害者総合支援法関係業務等 
（障害介護給付費・障害児 
給付費支払勘定）特別会計 

特定健康診査・特定保健指導等  
事 業 特 別 会 計 
 

第三者行為損害賠償求償事業 
特 別 会 計 
 

職 員 退 職 手 当 積 立 金 
特 別 会 計 
 
 

合　　　計 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17

855,213,379 829,425,088 25,788,291 25,788,291 

6,427,644,658 6,100,708,162 326,936,496 326,936,496 

605,280,565,818 605,207,202,294 73,363,524 73,363,524 

32,839,909,406 32,819,398,624 20,510,782 20,510,782 

2,807,431,120 2,807,159,253 271,867 271,867 

9,219,262,723 9,219,260,900 1,823 1,823 

3,739,142,485 3,645,252,484 93,890,001 93,890,001 

973,842,401,080 973,834,228,311 8,172,769 8,172,769 

3,256,020,753 3,255,884,293 136,460 136,460 

3,467,513,793 3,298,801,591 168,712,202 168,712,202 

687,407,182,780 687,393,921,936 13,260,844 13,260,844 

8,849,870,734 8,849,689,680 181,054 181,054 

924,052,228 922,051,209 2,001,019 2,001,019 

217,685,371,436 217,660,655,104 24,716,332 24,716,332 

5,613,584,855 5,583,985,856 29,598,999 29,598,999 

1,523,942,111 1,523,942,111 0 0 

274,689,894 269,623,019 5,066,875 5,066,875 

2,564,013,799,253 2,563,221,189,915 792,609,338 792,609,338



国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】
《5月診療分》（一般＋退職）

《6月診療分》（一般＋退職）

《7月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 30,284 446,785 19,807,322,800 654,052 10,604 1.62 
入院外 1,262,239 1,890,795 20,250,644,430 16,043 10,841 67.58 
歯　科 313,059 523,223 4,250,800,550 13,578 2,276 16.76 

1,867,896
小　　　計 1,605,582 2,860,803 44,308,767,780 27,597 23,721 85.96 
調　　　剤 925,866 1,064,480 10,541,087,530 11,385 5,643  
訪 問 看 護 8,505 58,307 695,054,000 81,723 372  
食事療養費 28,206 1,157,149 766,514,662 27,176 410  
合　　　計 2,539,953 2,919,110 56,311,423,972 22,170 30,147

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 31,390 437,256 19,869,524,090 632,989 10,699 1.69 
入院外 1,303,226 1,997,150 21,211,890,280 16,276 11,422 70.17 
歯　科 333,665 565,919 4,639,809,920 13,906 2,498 17.97 

1,857,144
小　　　計 1,668,281 3,000,325 45,721,224,290 27,406 24,619 89.83 
調　　　剤 950,752 1,106,077 10,999,604,090 11,569 5,923  
訪 問 看 護 8,296 60,196 712,439,220 85,877 384  
食事療養費 29,447 1,132,645 750,979,614 25,503 404  
合　　　計 2,627,329 3,060,521 58,184,247,214 22,146 31,330

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 28,576 421,921 18,093,036,020 633,155 9,804 1.55 
入院外 1,306,822 1,973,345 20,978,449,740 16,053 11,368 70.81 
歯　科 312,280 522,240 4,303,294,160 13,780 2,332 16.92 

1,845,456
小　　　計 1,647,678 2,917,506 43,374,779,920 26,325 23,504 89.28 
調　　　剤 959,298 1,117,952 11,045,326,590 11,514 5,985  
訪 問 看 護 8,394 58,835 708,266,100 84,378 384  
食事療養費 26,779 1,099,685 728,829,903 27,216 395  
合　　　計 2,615,370 2,976,341 55,857,202,513 21,357 30,267

診
療
費

 【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。
１人当たり費用額（円）
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 【保険者別受診率（一般＋退職）】　※受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数を
当該月末の被保険者数で除したものである。 
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 409,486 18,520,781,389 16,317,170,186 1,767,841,602 435,769,601 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 17,861 1,998,649,131 1,688,915,874 298,515,776 11,217,481 
居 宅 療 養 管 理 指 導 182,680 1,504,935,310 1,320,648,940 145,876,401 38,409,969 
地域密着型サービス 68,850 9,878,669,862 8,732,179,675 961,293,289 185,196,898 
特定施設入居者生活介護 24,502 5,525,233,544 4,793,180,430 710,830,593 21,222,521 
居　宅　介　護　支　援 224,161 3,119,701,962 3,119,701,962 0 25,274,280 
施　設　サ　ー　ビ　ス 56,237 19,540,966,188 16,420,281,715 2,975,467,160 145,217,313 
市 町 村 特 別 給 付 67 370,700 333,630 37,070 0 
　　　合　　　計 983,844 60,089,308,086 52,392,412,412 6,859,861,891 862,308,063 

介護給付費統計 （令和4年5月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 413,488 18,885,929,023 16,641,582,977 1,800,245,757 444,100,289 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,533 2,094,947,317 1,770,562,078 311,791,896 12,593,343 
居 宅 療 養 管 理 指 導 187,905 1,531,415,080 1,344,055,165 147,524,941 39,834,974 
地域密着型サービス 69,384 10,162,281,446 8,983,994,130 987,806,087 190,481,229 
特定施設入居者生活介護 24,595 5,723,130,164 4,964,482,785 735,991,268 22,656,111 
居　宅　介　護　支　援 226,222 3,139,533,543 3,139,533,543 0 25,193,907 
施　設　サ　ー　ビ　ス 56,473 20,249,456,551 17,017,845,625 3,079,400,427 152,210,499  
市 町 村 特 別 給 付 66 380,680 342,612 38,068 0 
　　　合　　　計 996,666 61,787,073,804 53,862,398,915 7,062,798,444 887,070,352 

（令和４年6月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 417,813 19,280,347,300 16,986,894,161 1,838,450,537 455,002,602 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,775 2,072,156,036 1,749,502,227 310,105,911 12,547,898 
居 宅 療 養 管 理 指 導 188,515 1,566,042,040 1,374,259,971 151,064,254 40,717,815 
地域密着型サービス 70,148 10,106,415,862 8,933,991,756 981,184,463 191,239,643 
特定施設入居者生活介護 24,827 5,588,421,778 4,846,966,854 719,130,177 22,324,747 
居　宅　介　護　支　援 227,752 3,165,484,286 3,165,484,286 0 25,290,634 
施　設　サ　ー　ビ　ス 56,736 19,773,600,352 16,617,431,981 3,010,096,999 146,071,372 
市 町 村 特 別 給 付 61 343,970 309,573 34,397 0 
　　　合　　　計 1,004,627 61,552,811,624 53,674,840,809 7,010,066,738 893,194,711 

（令和４年7月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 58,698 937,575 39,635,743,290 675,249 32,931 4.88 
入院外 1,556,585 2,554,563 26,972,305,730 17,328 22,410 129.33 
歯　科 300,308 524,097 4,322,588,030 14,394 3,591 24.95 

1,203,583
小　　　計 1,915,591 4,016,235 70,930,637,050 37,028 58,933 159.16 
調　　　剤 1,207,620 1,465,412 14,947,743,190 12,378 12,419  
訪 問 看 護 8,660 76,764 1,023,705,350 118,211 851  
食事療養費 54,308 2,245,512 1,524,268,565 28,067 1,266  
合　　　計 3,131,871 4,092,999 88,426,354,155 28,234 73,469

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 60,738 911,829 39,634,952,930 652,556 32,821 5.03 
入院外 1,609,793 2,710,755 28,381,392,840 17,630 23,502 133.30 
歯　科 316,580 564,878 4,674,984,740 14,767 3,871 26.22 

1,207,610
小　　　計 1,987,111 4,187,462 72,691,330,510 36,581 60,194 164.55 
調　　　剤 1,243,574 1,528,986 15,556,710,480 12,510 12,882  
訪 問 看 護 8,478 78,239 1,045,361,400 123,303 866  
食事療養費 56,623 2,176,201 1,478,211,175 26,106 1,224  
合　　　計 3,239,163 4,265,701 90,771,613,565 28,023 75,166

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 55,936 887,789 36,626,449,380 654,792 30,216 4.61 
入院外 1,596,513 2,641,470 27,571,403,550 17,270 22,746 131.71 
歯　科 296,041 512,412 4,274,028,950 14,437 3,526 24.42 

1,212,136
小　　　計 1,948,490 4,041,671 68,471,881,880 35,141 56,489 160.75 
調　　　剤 1,243,268 1,532,514 15,790,423,350 12,701 13,027  
訪 問 看 護 8,815 81,078 1,094,693,905 124,185 903  
食事療養費 51,866 2,128,713 1,446,732,341 27,894 1,194  
合　　　計 3,200,573 4,122,749 86,803,731,476 27,121 71,612

診
療
費

《5月診療分》

《6月診療分》

《7月診療分》
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５
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

７
日
　
運
営
協
議
会

（
国
保
会
館
） 

11
日
　
決
算
審
査

（
国
保
会
館
） 

12
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

13
日
　
保
険
者
事
務
電
算
共
同
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

15
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
理
事
会

（
神
奈
川
県
総
合
薬
事
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

19
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

21
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
26
日
）

（
国
保
会
館
） 

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

22
日
　
広
報
委
員
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
） 

26
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

29
日
　
通
常
総
会

（
神
奈
川
県
総
合
薬
事
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

 ２
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

９
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

16
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

18
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
） 

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

23
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

25
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
） 

30
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

 ５
日
　
組
合
部
会
 

（
書
面
開
催
） 

６
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

13
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

15
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

16
日
　
第
62
回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会（
〜
17
日
）
（
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル
） 

18
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
23
日
）

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

22
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

27
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

7/13　保険者事務電算共同
処理委員会

7/7　運営協議会

国
保
連
 

日
記
帳

7月8月9月

7/22　広報委員会　9/16～17 
第62回 全国国保地域医療学会

7/19　理事会
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『
重
曹
活
用
し
て
い
ま
す
』 

　
私
は
数
年
前
か
ら
、
歯
磨
き
に
は
歯
磨
き
粉
は
使

用
せ
ず
、
食
品
用
の
重
曹
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
虫
歯
予
防
の
た
め
、
口
腔
内
を
酸
化
さ
せ
な
い
方

法
と
し
て
重
曹
も
良
い
か
も
と
思
い
ま
し
た
。
幸
運

に
も
新
た
に
虫
歯
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。　
 

　
色
々
調
べ
て
み
る
と
、
市
販
さ
れ
て
い
る
歯
磨
き

粉
は
添
加
物
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
点
、
重
曹
は
料
理
に
使
用
す
る
も
の
な
の
で
安
心

感
が
あ
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
重
曹
は
う
が
い
に
効
果
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
う
が
い
の
直
後
の
歯
磨
き
は
、
エ
ナ
メ
ル
質

や
歯
茎
を
痛
め
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。 

　
ま
た
、
別
な
使
用
方
法
と
し
て
、
野
菜
・
果
物
も

重
曹
を
使
っ
て
洗
っ
て
い
ま
す
。　
 

　
い
ち
ご
、
ほ
う
れ
ん
草
、
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
ピ

ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
等
は
水
道
水
で
洗
っ
て
も
残
留
農

薬
が
残
っ
て
い
る
よ
う
で
気
に
な
り
ま
す
。
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
を
購
入
す
る
の
が
一
番
良
い
よ
う
で
す
が
、

売
っ
て
い
る
お
店
も
限
ら
れ
、
高
価
に
な
り
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
場
合
、
重
曹
で
洗
う
と
か
な
り
残
留

農
薬
を
軽
減
で
き
る
よ
う
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
農
薬

は
酸
性
の
た
め
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
重
曹
に
よ
っ
て

中
和
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
除
去
さ
れ
る
よ
う
で
す
。 

　
私
は
、ボ
ー
ル
に
水
を
溜
め
、重
曹
を
大
さ
じ
一
杯

入
れ
て
２
分
間
つ
け
て
お
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
最
近
、
何
を
食
べ
た
ら
良
い
の
か
判
ら
な
く
な
り

ま
す
が
、
身
体
の
た
め
少
し
で
も
た
め
に
な
る
こ
と

を
し
た
い
で
す
。

 

31日 神奈川県国民健康保険運営協議会会長等協議研修 Web研修 

　 

7日 運営協議会 神奈川県総合薬事保健センター 

18日 国保制度改善強化全国大会 砂防会館 

25日 理事会 神奈川県総合薬事保健センター 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から変更される場合があります。 

10月

11月

● 伝 ● 言 ● 板 ●

広報標語募集 あなたの感性を 
本会標語に 

生かしてみませんか!
神奈川県国民健康
保険団体連合会

● テ ー マ：健康、元気、家族、生きがい 
● 応募資格：神奈川県庁、県内市町村、県内国保組合の職員 
● 応募方法：本会から送付する応募用紙により本会企画事業課あてにEメール、FAXにて、

ご応募ください 
● 募集期間：令和４年10月14日（金）～12月2日（金） 
● 選考方法：令和５年１月開催予定の広報委員会にて決定。 
・ 応募作品は、未発表のもので、1保険者２点までとします。なお、応募作品の権利は神奈川県
国民健康保険団体連合会に帰属し、本会作成の機関誌「神奈川のこくほ・かいご」、ポスター、
ホームページ、各種封筒、印刷物等に掲載されます。 

過去の標語 「自分のため、家族のため、みんな受けよう　特定健診！」 （令和3年度） 
「始めよう健康習慣　受けてみよう特定健診」 （令和4年度） 

お問い合わせ先／企画事業課　企画事業係 TEL　045-329-3441（直通）  FAX　045-329-3444 
　 E-mail：kikaku1@kanagawa-kokuho.or.jp

•募•集•要•項•



●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償で
おこなっております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。 
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。 

●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は 

「体組成計」　　　 

区分    低脂肪      正　常      過脂肪      肥　満    高度肥満 

男性   15％未満   15～＜20％   20～＜25％  25～＜30％   30％以上 

女性   20％未満   20～＜30％   30～＜35％  35～＜40％   40％以上

生体電気インピーダンス法*を利用して体脂肪量・
除脂肪量・筋肉量・基礎代謝量・身体年齢・腹部肥満
等を測定します。

※生体電気インピーダンス法とは、人体に無害な微弱電
流を流し、人体の構成成分による電気抵抗から体内成
分を分析する方法です定 今回体験したのは 

本会職員のS.Sさん！測

果結

● 体験者の感想 ●

うすうす感じていましたが、判定
結果を見て愕然としました。全て
の判定項目が適正範囲に収まら
ず、基準値の 2倍を超えるものも
ありました。機器が故障している
のでは？と疑いたくなりましたが
今回の結果を重く受け止め、食事
の見直しなどできるところから生
活習慣を改善していきたいです。

  項　　目    測定値 
  体脂肪率   32.7％ 
  筋 肉 量  56.7㎏

■脂肪率：体重に対する体脂肪量の比率（％）
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